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朴
が
実
行
し
た
人
痘
法
。
無
事
終
わ
っ
た
時
の
安
堵
感
が
行
間
に
読

み
取
れ
る
。
信
州
の
在
に
住
む
小
林
一
茶
家
に
も
悲
劇
が
襲
っ
た
。

日
録
風
句
文
集
『
お
ら
が
春
」
に
書
か
れ
て
い
る
娘
「
さ
と
」
の
罹

患
と
酒
湯
行
事
な
ど
、
子
を
失
っ
た
親
の
悲
し
み
に
心
を
打
た
れ
る
。

飢
餓
、
貧
困
、
無
知
、
疾
病
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
…
「
つ
ゆ
の
世
ハ

つ
ゅ
の
世
な
が
ら
さ
り
な
が
ら
」
。

一
方
庖
瘡
か
ら
治
っ
た
子
ど
も
は
「
町
屋
迄
笑
い
の
通
る
三
番
湯
」

と
元
気
の
良
い
笑
い
声
を
た
て
た
。

明
治
に
な
っ
て
、
夏
目
漱
石
は
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
。
儒
教
的

な
倫
理
観
、
東
洋
的
美
意
識
や
江
戸
的
感
性
を
持
つ
漱
石
が
日
本
人

と
し
て
の
ア
ィ
デ
ン
テ
テ
ィ
と
顔
に
痘
痕
の
あ
る
一
東
洋
人
と
し
て

外
国
で
生
き
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
心
理
的
負
担
を
強
い
る
も
の

で
あ
っ
た
か
。
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
記
述
を
読
む
と
心
痛
む
思
い

が
す
る
。

大
村
藩
の
痘
瘡
罹
患
者
に
対
す
る
姥
捨
て
に
近
い
扱
い
方
も
、
そ

の
非
人
間
的
な
冷
酷
さ
を
恐
れ
る
が
、
人
痘
法
、
牛
痘
法
の
普
及
と

共
に
種
痘
山
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
若
者
の
通
過
儀
礼
を
体
験
す

る
場
と
し
て
変
容
し
て
行
く
の
は
興
味
深
い
。

著
者
は
後
耆
き
で
「
小
著
に
記
載
し
た
四
六
点
の
文
学
作
品
を
通

じ
て
、
当
時
の
人
々
が
如
何
に
恐
る
べ
き
痘
瘡
と
闘
い
、
且
つ
多
く

の
犠
牲
を
払
っ
た
か
、
そ
の
悲
惨
な
歴
史
が
お
わ
か
り
頂
け
れ
ば
望

外
の
幸
せ
で
あ
る
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
痘
瘡
と
い
う
の
は
死

を
も
た
ら
す
病
、
幸
い
に
し
て
命
を
取
り
留
め
て
も
、
終
生
、
顔
の

醜
形
、
皮
膚
の
引
き
つ
り
、
手
足
の
不
自
由
さ
、
失
明
な
ど
に
よ
り
、

わ
た
し
は
「
戦
争
と
精
神
科
医
療
、
精
神
医
学
そ
し
て
精
神
医
学

者
」
の
主
題
で
こ
こ
数
年
、
精
神
医
学
史
学
会
お
よ
び
十
五
年
戦
争

と
日
本
の
医
学
医
療
研
究
会
で
発
表
を
つ
づ
け
て
お
り
、
ま
た
戦
争

中
の
精
神
病
院
お
よ
び
癩
療
養
所
で
の
死
亡
率
を
し
ら
べ
て
き
た
の

で
、
清
水
さ
ん
の
お
仕
事
に
は
ま
え
か
ら
ふ
か
い
関
心
を
も
っ
て
き

た
。
だ
が
、
埼
玉
大
学
教
育
学
部
教
授
で
あ
ら
れ
た
清
水
さ
ん
の
論

文
は
、
主
と
し
て
「
障
害
者
問
題
研
究
」
や
「
埼
玉
大
学
紀
要
教
育

学
部
（
教
育
科
学
）
」
な
ど
に
発
表
さ
れ
て
き
た
の
で
、
ご
く
少
数
の

も
の
し
か
よ
む
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。
今
回
、
清
水
さ
ん
が
門
下

の
細
渕
富
夫
さ
ん
、
飯
塚
希
世
さ
ん
と
か
か
れ
た
こ
の
領
域
の
論
文

〔
思
文
閣
出
版
、
〒
六
○
六
’
八
二
○
三
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町

二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七
五
一
’
一
七
八
一
、
定
価
五
○
○
○

円
十
税
〕

人
々
の
人
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
陰
影
を
落
と
し
た
疾
患
で
あ
っ
た
。

広
い
商
店
の
売
り
場
に
置
か
れ
た
数
々
の
商
品
を
見
な
が
ら
散
策

す
る
よ
う
な
、
読
む
側
の
知
識
、
興
味
の
方
向
、
人
生
観
等
に
よ
っ

て
い
か
よ
う
に
も
楽
し
め
る
汲
め
ど
も
尽
き
な
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
著

書
で
あ
る
。
乞
う
ご
一
読
。

（
小
田
泰
子
）

清
水
寛
編
著

「
日
本
帝
国
陸
軍
と
精
神
障
害
兵
士
」
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が
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
な
ん
と
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

「
は
し
が
き
」
に
あ
る
「
日
本
を
含
め
、
世
界
は
す
で
に
〈
新
し

い
形
の
暴
力
と
戦
争
〉
の
状
況
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
私
た
ち
は
、
今
、
も
は
や
「
戦
後
」
で
は
な
く
〈
新
た
な
戦
前
〉

を
生
き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
い
う
こ
と
ば
に
、
出
発
点

と
な
る
清
水
さ
ん
の
問
題
意
識
が
み
ら
れ
る
。
戦
争
史
・
軍
事
史
研

究
は
近
年
、
軍
制
史
・
戦
史
記
述
の
段
階
を
こ
え
、
市
民
の
戦
争
体

験
の
共
有
な
ど
も
ふ
く
む
多
角
的
な
段
階
に
は
い
っ
て
い
る
。
戦
時

体
制
で
は
障
害
者
は
劣
等
待
遇
原
則
の
対
象
に
さ
れ
、
戦
争
は
障
害

者
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

第
Ｉ
編
「
陸
軍
懲
治
隊
と
陸
軍
教
化
隊
」
の
第
１
章
「
陸
軍
懲
治

隊
と
徴
兵
制
」
で
は
、
ま
ず
一
八
七
○
年
以
来
の
徴
兵
制
の
変
遷
が

の
べ
ら
れ
て
い
る
。
軍
備
拡
大
を
背
景
に
、
痴
愚
の
人
も
軍
隊
に
く

り
こ
ま
れ
る
可
能
性
が
ま
し
た
。
徴
兵
制
は
不
適
格
者
を
軍
隊
か
ら

排
除
す
る
と
と
も
に
、
あ
る
程
度
の
障
害
を
も
つ
者
も
す
ぐ
な
か
ら

ず
軍
隊
に
お
く
り
こ
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
知
的
能
力
の
低
さ
も
あ
っ

て
「
軍
令
」
、
「
軍
律
」
違
反
を
く
り
か
え
す
人
を
対
象
に
陸
軍
懲
治

隊
（
の
ち
陸
軍
教
化
隊
）
が
設
立
さ
れ
た
。
懲
治
隊
に
い
れ
ら
れ
た

な
か
に
は
社
会
主
義
者
も
い
た
。
徴
兵
令
初
期
の
一
八
九
一
年
の
不

合
格
者
は
八
四
、
八
七
一
名
で
、
そ
の
な
か
で
白
痴
、
癩
狂
は
七
六

○
名
（
○
・
九
○
％
）
で
あ
っ
た
。
「
腋
臭
甚
シ
キ
モ
ノ
」
は
不
合
格

理
由
病
類
別
順
位
が
六
番
目
で
、
三
、
三
四
九
名
（
三
・
九
五
％
）

に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
著
者
は
な
に
も
い
わ
れ
て
い
な

い
が
、
腋
臭
が
そ
ん
な
に
い
み
き
ら
わ
れ
て
い
た
の
か
、
不
思
議
で

あ
り
、
ど
な
た
か
腋
臭
の
社
会
史
を
と
り
あ
げ
て
い
た
だ
け
ま
い
か

と
感
じ
た
。

第
２
章
「
陸
軍
教
化
隊
と
国
家
総
力
戦
体
制
下
の
徴
兵
検
査
」
で

は
、
不
合
格
と
さ
れ
た
人
が
「
非
国
民
」
、
「
国
賊
」
よ
ば
わ
り
さ
れ

た
と
の
証
言
が
お
も
い
。
兵
力
が
急
激
に
膨
張
す
る
な
か
で
、
「
不
良

兵
」
、
「
弱
兵
」
、
「
異
常
兵
」
が
顕
在
化
し
て
き
て
、
一
九
三
八
年
に

は
国
府
台
陸
軍
病
院
が
、
全
陸
軍
の
精
神
障
害
兵
士
の
診
療
・
研
究

の
中
心
を
な
す
〈
特
殊
病
院
〉
と
し
て
改
組
さ
れ
た
。

第
Ⅱ
編
「
日
本
帝
国
陸
軍
と
精
神
障
害
兵
士
」
は
本
書
の
中
核
を

な
す
部
分
で
あ
る
。
外
地
か
ら
還
送
さ
れ
て
小
倉
、
広
島
、
大
阪
の

陸
軍
病
院
で
、
さ
ら
に
治
療
を
要
す
る
、
あ
る
い
は
兵
役
免
除
の
対

象
と
し
て
検
査
を
要
す
る
、
と
さ
れ
た
精
神
障
害
兵
士
九
、
七
八
一

名
が
国
府
台
病
院
に
お
く
ら
れ
て
き
た
。
国
府
台
病
院
で
は
、
教
授

級
の
精
神
医
学
者
で
人
格
者
で
も
あ
っ
た
諏
訪
敬
三
郎
陸
軍
中
佐

（
の
ち
大
佐
）
が
院
長
を
し
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
全
国
か
ら
、
教
授

一
名
を
ふ
く
む
優
秀
な
精
神
科
医
が
あ
つ
め
ら
れ
た
（
の
ち
に
精
神

科
の
教
授
に
な
っ
た
人
が
一
○
名
い
る
）
。
さ
ら
に
、
そ
こ
の
病
床
日

誌
八
、
○
○
二
件
が
、
第
二
次
大
戦
の
全
期
間
を
通
じ
て
こ
こ
の
軍

医
だ
っ
た
浅
井
利
勇
氏
に
よ
り
複
写
保
存
さ
れ
て
い
た
。
浅
井
氏
に

は
「
う
ず
も
れ
た
大
戦
の
犠
牲
者
ｌ
国
府
台
陸
軍
病
院
・
精
神
科
の

貴
重
な
病
歴
分
析
と
資
料
』
（
国
府
台
陸
軍
病
院
精
神
科
病
歴
分
析
資

料
・
文
献
編
集
記
念
刊
行
委
員
会
・
東
金
市
、
一
九
九
三
年
）
の
著

も
あ
る
。
ま
た
、
の
ち
の
国
立
国
府
台
病
院
か
ら
創
立
二
○
周
年
記

念
と
し
て
、
「
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
精
神
神
経
学
的
経
験
ｌ
国
府
台
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陸
軍
病
院
史
を
中
心
と
し
て
ｌ
』
が
一
九
六
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

諏
訪
が
こ
の
編
集
者
代
表
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
基
盤
が
あ
っ
て

本
書
の
研
究
も
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
、
特
記
し
て
お
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

第
３
章
「
国
府
台
陸
軍
病
院
収
容
の
精
神
障
害
患
者
の
概
況
」
を

み
る
と
、
も
っ
と
も
お
お
か
っ
た
病
名
は
精
神
分
裂
病
三
、
七
五
六

名
、
つ
い
で
ヒ
ス
テ
リ
ー
八
○
五
名
で
あ
る
。
つ
づ
く
「
日
本
帝
国

陸
軍
と
知
的
障
害
兵
士
」
の
第
４
章
で
は
、
前
記
の
よ
う
な
病
床
日

記
に
も
と
づ
く
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
入
院
し
て
知
的
障
害
（
今

で
い
う
）
と
診
断
さ
れ
た
患
者
は
四
六
四
名
で
、
そ
の
数
は
戦
争
激

化
に
と
も
な
っ
て
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
白
痴
六
名
、
重
症
痴
愚
五

一
名
が
お
り
、
戦
争
末
期
に
は
重
症
痴
愚
の
増
加
が
い
ち
じ
る
し
い
。

第
５
章
は
、
「
日
本
帝
国
陸
軍
と
戦
争
神
経
症
兵
士
」
と
題
さ
れ
て

い
る
。
は
じ
め
に
「
戦
争
神
経
症
は
、
戦
時
に
軍
隊
内
に
発
生
し
た

神
経
症
の
総
称
で
あ
る
」
と
あ
る
。
精
神
医
学
で
一
般
的
な
も
の
で

あ
る
こ
の
定
義
に
は
す
こ
し
く
疑
問
が
あ
る
。
内
地
で
空
襲
な
ど
の

状
況
下
で
発
病
し
た
神
経
症
も
、
戦
争
神
経
症
で
は
な
い
か
。
わ
た

し
は
、
植
松
七
九
郎
、
堕
入
圓
祐
が
調
査
し
た
「
空
襲
時
精
神
病
」

の
資
料
を
入
手
し
て
、
二
○
○
六
年
の
精
神
医
学
史
学
会
で
発
表
し

た
（
「
精
神
病
」
と
い
っ
て
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
心
因
反
応
で
あ
っ

た
）
。
沖
縄
戦
に
ま
き
こ
ま
れ
た
県
民
の
心
の
傷
は
ほ
と
ん
ど
し
ら
べ

ら
れ
ず
に
き
た
し
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
し
ら
べ
れ
ば
内
地
民
衆

に
お
け
る
戦
争
神
経
症
例
も
か
な
り
み
い
だ
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
面
が
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す

る
に
と
と
め
て
お
く
ｃ

井
村
恒
郎
は
、
戦
時
の
精
神
科
外
来
で
神
経
質
・
神
経
衰
弱
群

（
Ｎ
）
が
へ
り
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
・
心
因
反
応
群
（
Ｈ
）
が
ふ
え
た
こ
と

を
指
摘
し
た
。
Ｈ
／
Ｎ
比
二
○
○
倍
）
は
東
大
精
神
科
外
来
で
、

一
九
三
四
年
に
一
○
（
男
で
三
）
だ
っ
た
の
が
、
一
九
四
三
年
に
は

五
一
（
男
で
三
九
）
に
達
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
府
台
陸
軍
病
院
に

お
け
る
Ｈ
／
Ｎ
比
は
、
一
九
三
八
年
に
二
二
、
一
九
四
四
年
に
は

三
七
六
に
達
し
た
。
つ
ま
り
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
こ
そ
が
戦
争
神
経
症
の

代
表
な
の
で
あ
る
。
病
床
日
誌
で
み
る
と
、
戦
争
神
経
症
類
縁
疾
患

は
計
一
、
三
七
二
名
で
、
う
ち
ヒ
ス
テ
リ
ー
は
、
既
述
の
と
お
り
八

○
五
名
で
あ
る
。
当
時
の
陸
軍
で
は
、
敵
性
語
で
あ
る
「
ヒ
ス
テ
リ

ー
」
に
か
え
て
、
臓
躁
病
（
呉
秀
三
が
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
の
訳
語
と

し
て
ふ
る
い
病
名
か
ら
ひ
ろ
い
だ
し
て
い
た
も
の
）
が
頻
用
さ
れ
て

い
た
。第
４
章
で
も
第
５
章
で
も
、
か
な
り
詳
細
な
症
例
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
お
も
い
だ
す
の
は
、
学
生
時
代
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
時

代
に
国
立
国
府
台
病
院
・
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
の
加
藤
正
明
の
と

こ
ろ
に
か
よ
っ
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
の
外
来
に
、
腰

痛
で
腰
が
の
ば
せ
な
く
な
っ
て
い
る
わ
か
い
自
衛
隊
員
が
き
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
整
形
外
科
面
の
問
題
は
な
い
と
神
経
科
に
ま
わ
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。
次
回
い
っ
た
と
き
加
藤
か
ら
、
イ
ソ
ミ
タ
ー
ル
面

接
を
し
た
ら
、
「
自
衛
隊
な
ん
て
人
間
の
い
る
と
こ
ろ
で
な
い
！
」
と

さ
け
ん
で
、
腰
は
す
っ
と
の
び
ま
し
た
よ
、
と
き
い
た
。
加
藤
（
か

れ
は
国
府
台
陸
軍
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
）
は
さ
ら
に
、
戦
争
中
は
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ヒ
ス
テ
リ
ー
で
一
日
中
ほ
と
ん
ど
逆
立
ち
し
っ
ぱ
な
し
の
人
も
い
ま

し
た
よ
、
と
は
な
し
て
く
れ
た
。

第
６
章
は
「
敗
戦
前
後
の
精
神
障
害
患
者
の
状
況
」
で
、
国
府
台

陸
軍
病
院
で
の
状
況
、
そ
の
他
の
陸
軍
病
院
で
の
精
神
障
害
患
者
の

状
況
、
国
府
台
陸
軍
病
院
か
ら
の
転
院
精
神
障
害
患
者
の
死
亡
事
例

に
つ
い
て
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
終
戦
後
旬
日
を
へ
ず
し

て
新
鮮
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
症
状
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
き
れ
い
に
消
失
し

て
い
た
と
い
う
細
越
正
一
の
報
告
を
紹
介
す
る
だ
け
に
し
て
お
こ
う
。

第
Ⅲ
編
は
「
元
・
精
神
障
害
兵
士
の
戦
後
史
」
で
あ
る
。
そ
の
第

７
章
「
元
・
精
神
障
害
兵
士
の
援
護
制
度
と
実
態
」
で
は
、
傷
瘻
軍

人
武
蔵
療
養
所
（
↓
国
立
武
蔵
療
養
所
）
、
傷
瘻
軍
人
下
総
療
養
所

（
↓
国
立
下
総
療
養
所
）
の
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
両
方
で

一
九
四
四
’
四
七
年
に
、
食
糧
不
足
の
た
め
に
死
亡
者
が
激
増
し
た

（
と
い
っ
て
も
、
一
般
の
精
神
病
院
の
状
況
は
も
っ
と
ひ
ど
か
っ
た
）
。

二
○
○
四
年
度
末
の
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
も
と
づ
く
精
神
・
神

経
障
害
の
療
養
患
者
は
、
入
院
八
四
名
、
入
院
外
五
九
名
で
あ
る
。

第
８
章
「
〈
未
復
員
〉
精
神
障
害
者
を
訪
ね
て
」
は
、
二
○
○
二
年
か

ら
二
○
○
五
年
に
か
け
て
著
者
が
、
四
病
院
、
一
社
会
復
帰
施
設
で

療
養
中
の
元
・
精
神
障
害
兵
士
九
名
に
面
会
し
た
記
録
で
あ
る
。

「
結
び
に
代
え
て
」
で
は
、
韓
国
・
朝
鮮
元
精
神
障
害
軍
人
・
軍

属
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
平
和
の
大
事
な
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

著
者
（
清
水
）
が
第
一
章
の
発
表
を
し
て
か
ら
す
で
に
二
二
年
た
っ

た
。
精
神
科
医
に
よ
る
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

こ
れ
は
、
平
和
へ
の
切
実
な
願
い
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
精
神
障
害
兵

士
に
つ
い
て
の
全
面
的
な
問
題
提
起
で
あ
り
、
圧
倒
的
な
内
容
で
あ

っ
て
、
よ
み
お
え
て
し
ば
ら
く
言
葉
を
う
し
な
っ
て
い
た
。

と
は
い
え
、
細
部
に
い
く
つ
か
の
疑
問
を
感
じ
た
。
こ
れ
は
原
論

文
を
一
本
に
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
の
編
集
上
の
手
違
い
だ
ろ
う
が
、

症
例
番
号
一
七
が
重
複
し
て
お
り
、
二
五
一
ペ
イ
ジ
表
四
○
の
症
例

番
号
と
本
文
中
の
そ
れ
と
が
く
い
ち
が
っ
て
い
る
。
三
一
四
ペ
イ
ジ

の
症
例
で
は
、
二
か
所
で
年
の
記
載
が
あ
わ
な
い
。
三
二
ペ
イ
ジ

に
「
「
進
行
麻
痒
」
と
他
の
疾
患
（
「
麻
輝
性
痴
呆
症
」
）
を
合
併
し
て

い
る
場
合
」
と
あ
る
が
、
麻
輝
性
痴
呆
症
と
は
進
行
麻
痩
の
ふ
る
い

呼
び
方
で
あ
る
。

三
三
二
ペ
イ
ジ
に
は
、
下
総
療
養
所
で
一
九
四
五
年
に
在
所
者
一

五
五
名
中
死
亡
者
が
計
三
九
名
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
入
退
所
者
数

の
表
を
み
る
と
、
前
年
度
末
在
所
者
が
一
六
一
名
、
年
間
入
所
が
計

三
○
八
名
で
、
年
間
在
籍
計
四
六
九
名
中
の
死
亡
三
九
名
な
の
で
あ

る
（
一
五
五
名
は
、
四
六
九
名
か
ら
退
所
〔
死
亡
を
ふ
く
ま
な
い
〕

計
二
七
五
名
、
死
亡
三
九
名
を
ひ
い
た
一
九
四
五
年
度
末
の
在
所
者

数
で
あ
る
）
。
国
立
武
蔵
療
養
所
お
よ
び
国
立
下
総
療
養
所
に
つ
い
て
、

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
よ
る
精
神
障
害
入
所
者
数
の
推
移
が
表
示

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
入
所
者
と
あ
る
の
は
年
度
末
在
所
者
の
こ

と
で
あ
る
。
清
水
さ
ん
の
今
ま
で
の
お
仕
事
で
は
ほ
か
に
も
、
こ
う

い
っ
た
点
の
あ
い
ま
い
な
も
の
が
あ
っ
た
（
そ
れ
は
、
よ
ら
れ
た
資

料
の
表
示
し
方
の
あ
い
ま
い
さ
に
よ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
）
。

こ
こ
で
、
あ
る
施
設
に
お
け
る
入
退
所
（
院
）
動
態
の
ま
と
め
方
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を
み
て
お
こ
う
。
「
入
所
者
」
と
い
う
と
、
「
入
所
し
て
い
る
人
」
と

「
入
所
し
た
人
」
と
の
両
方
の
意
味
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
る
時
点
で

入
所
し
て
い
る
人
は
「
在
所
者
」
と
、
あ
る
期
間
に
入
所
し
た
人
は

「
入
所
者
」
と
わ
け
る
と
、
あ
る
期
間
の
在
籍
者
数
は
期
間
当
初
（
あ

る
い
は
前
期
間
末
）
在
所
者
数
に
期
間
内
入
所
者
数
を
く
わ
え
た
も

の
で
あ
る
。
死
亡
者
数
は
退
所
者
数
に
く
わ
え
て
、
再
掲
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
き
っ
ち
り
わ
け
な
い
と
、
死
亡
率
に
は
た
い
へ
ん
な
違

い
が
で
て
く
る
。
一
五
五
名
中
の
三
九
名
な
ら
死
亡
率
二
五
・
二
％

だ
が
、
四
六
九
名
の
三
九
名
は
八
・
三
％
で
あ
る
。
な
お
、
武
蔵
療

養
所
に
つ
い
て
は
、
表
の
五
○
と
五
三
と
で
在
所
者
数
が
く
い
ち

が
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
気
に
な
る
の
は
、
事
例
の
記
述
し
方
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
埼
玉
県
出
身
、
父
も
本
人
も
僧
侶
、
東
京
□
口
学
院
仮
卒
業
、

野
戦
重
砲
兵
第
一
八
連
隊
補
充
隊
所
属
二
等
兵
と
い
う
症
例
が
で
て

く
る
。
職
業
が
農
業
な
ら
よ
か
ろ
う
が
、
僧
侶
と
な
る
と
、
こ
の
人

が
特
定
さ
れ
る
可
能
性
を
否
定
し
き
れ
な
い
。
個
人
情
報
保
護
と
い

う
面
か
ら
は
、
事
例
の
記
述
に
は
も
う
す
こ
し
慎
重
さ
が
必
要
で
あ

ブ
つ
》
ハ
ノ
Ｏ

さ
て
、
い
く
つ
か
気
に
な
る
点
は
指
摘
し
た
も
の
の
、
戦
争
か
平

和
か
の
岐
路
に
た
っ
て
い
る
今
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
よ
ん
で

い
た
だ
き
た
い
本
で
あ
る
。
平
和
を
ま
も
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
障

害
者
が
さ
ら
に
傷
つ
く
の
を
防
止
す
る
た
め
に
。

な
お
、
清
水
さ
ん
の
編
集
に
よ
る
「
資
料
集
成
戦
争
と
障
害
者
』

（
第
１
期
全
七
冊
）
の
刊
行
も
お
な
じ
不
二
出
版
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お

ま
ず
著
者
の
紹
介
か
ら
書
く
。

京
都
大
学
工
学
部
卒
、
東
京
都
衛
生
局
、
労
働
経
済
局
、
千
代
田

区
、
文
京
区
を
経
て
、
東
京
都
環
境
科
学
研
究
所
に
勤
務
し
、
こ
の

間
、
「
明
治
前
期
の
廃
棄
物
規
制
と
汚
物
掃
除
法
の
成
立
」
を
ま
と
め
、

早
稲
田
大
学
で
政
治
学
博
士
と
な
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
言
み
の
百
年

史
』
学
芸
書
林
・
昭
和
六
二
年
刊
、
「
近
代
ご
み
処
理
の
風
景
』
日
本

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
平
成
六
年
刊
、
「
生
活
の
ご
み
」
「
日
本
人
の

暮
し
」
収
載
・
講
談
社
・
二
○
○
○
年
刊
等
の
著
作
を
書
き
上
げ
ら

れ
た
。
前
二
著
に
対
し
一
九
九
五
年
に
は
廃
棄
物
学
会
著
作
賞
を
受

け
て
お
ら
れ
る
。

今
回
の
「
明
治
日
本
の
ご
み
対
策
ｌ
汚
物
掃
除
法
は
ど
の
よ
う

り
、
本
書
の
資
料
と
な
っ
た
も
の
は
全
部
は
い
っ
て
い
る
。
一
冊
二

○
、
○
○
○
円
と
高
価
な
も
の
だ
が
、
身
近
な
図
書
室
に
購
入
す
る

こ
と
を
、
あ
わ
せ
て
お
す
す
め
し
た
い
。

（
岡
田
靖
雄
）

〔
不
二
出
版
、
〒
二
三
’
○
○
二
三
東
京
都
文
京
区
向
丘
一
’
二
’

一
二
、
電
話
○
三
’
三
八
一
二
’
四
四
三
三
、
二
○
○
六
年
一
二
月

二
五
日
、
Ａ
五
判
、
三
八
二
頁
、
本
体
定
価
五
八
○
○
円
〕

溝
入
茂
著

『
明
治
日
本
の
ご
み
対
策
１
１
汚
物
掃
除
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成

立
し
た
か
ｌ
」


